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【
要
旨
】
大
航
海
者
た
ち
に
よ
っ
て
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
世
界
の
姿
は
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）
の
世
界
地
図
の
形
で
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
そ
の
実
証
性
を
高
く
評
価
し
、
こ
れ
ま
で
の
仏
教
的
世
界
像
を
妄
説
と
し
て
切
り
捨
て
、
あ
る
い
は
逆
に
こ
れ
ま
で
の
世
界
像
を
維
持
し
、
西
洋
の
世
界
像
を
国
家
を
乱
す
も
の
と
し
て
排
斥
し
、
あ
る
い
は
西
洋
か
ら
新
知
識
を
日
本
国
の
他
国
に
優
れ
て
い
る
証
拠
と
し
て
活
用
し
た
。
本
稿
で
は
、
新
し
い
世
界
像
が
鎖
国
の
日
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
追
跡
し
つ
つ
、
そ
の
過
程
で
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
利
瑪
竇
の
世
界
地
図
に
お
い
て
世
界
が
五
大
州
（
五
大
陸
）
に
分
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
西
洋
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
つ
い
て
の
無
理
解
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
【
キ
イ
ワ
ー
ド
】
鎖
国
世
界
地
理
五
大
州
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）『
坤
輿
萬
国
全
図
』
１
鎖
国
の
時
代
に
あ
っ
て
も
平
戸
や
長
崎
出
島
の
狭
い
門
か
ら
西
洋
の
知
識
は
流
れ
込
ん
で
き
た
。
大
槻
玄
沢
が
「
和
蘭
実
測
窮
理
の
こ
と
ど
も
は
驚
き
入
り
し
こ
と
ば
か
り
な
り
」（『
蘭
学
事
始
』
文
化
十
二
年
1815）
と
刮
目
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
実
証
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
全
く
新
し
い
知
識
で
あ
っ
た
。
世
界
は
須
弥
山
が
聳
え
立
つ
巨
大
な
円
盤
の
南
方
海
上
に
人
の
住
む
南 な
ん瞻 せ
ん部 ぶ
洲 しゅ
うが
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
宇
宙
に
浮
か
ぶ
手 て
鞠 ま
りの
よ
う
な
も
の
の
上
に
五
つ
の
大
州
が
あ
り
、
天
竺
震
旦
日
本
は
そ
の
中
の
一
つ
の
州
を
形
成
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
三
浦
梅
園
の
『
原
價
』（
安
永
二
年
1774刊
）
に
言
う
。
天
文
地
理
ノ
学
、
梵
最
粗
ナ
リ
。
漢
ハ
寝
精
シ
、
然
レ
ド
モ
思
量
模
索
ニ
出
デ
テ
実
測
ニ
ウ
ト
シ
。
西
洋
ハ
器
ヲ
制
シ
、
舟
ニ
駕
シ
足
跡
至
ラ
ザ
ル
ノ
地
ナ
シ
。
コ
コ
ニ
於
テ
天
地
ヲ
見
ル
コ
ト
掌
菓
ノ
如
シ
。
実
ニ
千
較
ノ
大
愉
快
ナ
リ
。
山
片
蟠
桃
（
『
夢
之
代
』
享
和
二
年
1802
自
序
・
文
政
三
年
1820
自
跋
）
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
が
い
か
に
信
じ
る
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
地
理
ノ
コ
ト
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
、
古
ヘ
サ
マ
ザ
マ
ノ
説
ア
リ
テ
、
ミ
ナ
妄
説
ナ
ル
コ
ト
、
今
ヲ
以
テ
引
合
セ
ミ
ル
ベ
シ
。
鄒
衍
ガ
赤
県
神
州
ヨ
リ
、
ソ
ノ
外
経
史
ニ
載
ル
処
、
後
世
ニ
合
フ
コ
ト
希
也
。
漢
ノ
張
騫
、
西
域
ニ
通
ジ
テ
見
ル
処
ノ
国
々
ハ
、
実
ニ
踏
処
也
ト
イ
ヘ
ド
モ
亦
杜
撰
多
シ
。
況
ヤ
山
海
経
ノ
如
キ
、
一
モ
取
処
ナ
キ
ヲ
ヤ
。
其
大
荒
・
海
外
ノ
経
ハ
妄
作
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
ベ
シ
。
四
方
山
経
ノ
ゴ
ト
キ
ハ
、
漢
土
九
州
ノ
内
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
況
ヤ
亦
中
山
ニ
ヲ
ヒ
テ
ヲ
ヤ
。
ミ
ナ
其
人
物
鳥
獣
ノ
異
形
、
コ
レ
ヲ
何
ト
カ
云
ン
。
郭
璞
ハ
晋
人
也
。
コ
ノ
時
ノ
人
コ
ノ
書
ヲ
見
テ
、
ヨ
ク
作
リ
並
ベ
タ
リ
ト
笑
フ
テ
過
ベ
シ
。
然
レ
バ
今
ノ
源
氏
・
伊
勢
ノ
類
ナ
リ
。
今
浄
瑠
璃
ナ
ル
本
ヲ
見
テ
、
畠
山
ノ
重
忠
、
実
ニ
阿
古
屋
ヲ
琴
責
ニ
シ
、
塩
治
判
官
ノ
臣
大
星
由
良
之
助
、
実
ニ
高
ノ
師
直
ヲ
討
テ
仇
ヲ
復
セ
シ
ト
云
ガ
ゴ
ト
シ
。
シ
カ
ル
ニ
後
儒
、
山
海
経
ヲ
引
キ
テ
、
扶
桑
国
・
君
子
国
・
倭
国
ノ
我
ノ
風
俗
ニ
異
ナ
リ
ナ
ド
ヽ
、
不
審
ヲ
記
ス
ガ
ゴ
ト
キ
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
見 け
んナ
ル
ヤ
。
実
ニ
児
女
ノ
浄
瑠
璃
ヲ
信
ズ
ル
ガ
ゴ
ト
ケ
ン
カ
。
夫 そ
れ西
洋
ノ
諸
国
、
梵
天
・
和
・
漢
ノ
文
盲
ト
違
ヒ
、
又
杜
撰
、
妄
説
、
詐
偽
ヲ
禁
ジ
、
実
地
ヲ
踏
マ
ザ
レ
バ
書
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
ユ
ヱ
ニ
此
ノ
学
ヲ
以
テ
正
ト
ス
ベ
シ
。
（
巻
之
二
・
地
理
第
二
、
第
十
九
項
）
蟠
桃
が
拠
っ
た
西
洋
の
知
識
は
次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
我
が
国
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
明
ノ
崇
禎
ノ
ト
キ
利
瑪
竇
ナ
ル
モ
ノ
来
リ
テ
暦
書
ヲ
訳
ス
。
ソ
レ
ヨ
リ
天
経
或
問
出
テ
、
後
、
地
球
ノ
四
方
ニ
人
ヲ
立
セ
テ
、
外
面
ミ
ナ
上
ニ
シ
テ
、
四
方
六
合
皆
人
ノ
立
ツ
ヲ
シ
ル
ス
。
職
方
外
史
ノ
書
ア
リ
テ
、
図
説
ト
イ
ヘ
バ
本
図
ア
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
国
禁
ナ
ル
ユ
ヘ
シ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
新
井
氏
采
覧
異
言
ヲ
ツ
ク
ル
。
コ
ノ
書
ニ
因
ナ
ラ
ン
。
コ
レ
ヨ
リ
万
国
ノ
コ
ト
明
ラ
カ
ナ
リ
。
（
同
右
、
第
一
項
）
す
な
わ
ち
日
本
の
洋
学
は
新
井
白
石
の
『
采
覧
異
言
』
『
西
洋
紀
聞
』
か
ら
始
ま
る
。
大
槻
修
二
（
如
電
）
編
『
日
本
洋
学
年
表
』（
明
治
十
年
1877刊
）
に
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
洋
学
ノ
起
源
ハ
宝
永
中
新
井
白
石
翁
カ
采
覧
異
言
ヲ
著
シ
ヽ
ヲ
始
ト
ナ
シ
其
講
読
翻
訳
ノ
業
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論
文
五
大
州
鎖
国
時
代
の
世
界
地
理
認
識
表
象
文
化
学
部
・
日
本
語
日
本
文
学
科
吉
野
政
治
ヲ
起
シ
ヽ
ハ
皆
其
後
年
ニ
ア
レ
ハ
此
年
代
ヲ
始
ト
ナ
ス
可
シ
。
そ
の
新
井
白
石
が
見
て
い
た
世
界
図
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
『
西
洋
紀
聞
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
『
西
洋
紀
聞
』
は
宝
永
五
年
（
1708
）
に
屋
久
島
に
上
陸
し
た
ロ
ー
マ
法
王
庁
派
遣
の
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
（
J
u
a
n
B
a
p
ista
S
io
tti
1668
－
1715
）
を
白
石
自
身
が
訊
問
し
た
時
の
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
書
に
言
う
。
①
萬
国
の
図
を
携
ゆ
き
て
、
其
図
を
し
め
し
て
た
ず
ね
と
ふ
に
、
此
図
は
、
此
土
に
し
て
し
る
さ
れ
し
所
な
れ
ば
、
精
し
か
ら
ず
と
い
ふ
。
奉
行
所
に
、
ふ
る
き
図
あ
り
と
聞
え
し
か
ば
、
か
さ
ね
て
は
、
其
図
を
出
さ
る
べ
し
と
相
約
し
た
り
き
。
（
上
巻
）
②
け
ふ
は
、
か
の
奉
行
所
に
あ
る
所
の
万
国
の
図
を
出
さ
れ
し
を
も
て
、
彼
地
方
の
事
を
と
ふ
に
、
事
明
ら
か
に
し
て
、
異
聞
ど
も
多
か
り
き
。
此
図
は
七
十
余
年
前
に
作
り
し
所
に
て
、
今
は
、
彼
国
に
も
得
や
す
か
ら
ぬ
物
也
。
こ
ゝ
か
し
こ
や
ぶ
れ
し
事
、
惜
し
む
べ
き
事
也
。
修
補
し
て
後
に
伝
へ
ら
れ
る
べ
し
な
ど
申
す
。
（
上
巻
）
③
按
ず
る
に
、
大
西
洋
地
球
地
平
等
の
図
、
そ
の
由 ヨ
リ来 キ
タる
所
、
い
ま
だ
詳
な
ら
ず
。
大
明
・
呉
中
明
、
萬
国
坤
輿
ノ
図
に
題
し
て
「
欧
邏
巴
国
中
。
鏤 ち
り
ば
メ
テ
有
リ
旧
本

。
蓋
シ
其
国
ノ
人
。
及
ビ
払
郎
機
フ
ラ
ン
キ
イ人
。
皆
ナ好
ム
遠游
ヲ

。
時
ニ
経
テ
ハ
絶域
ヲ

。
則
チ相
伝
而
誌
ル
ス
之 ヲ。
積
漸
年
久
ク。
稍
ク得
ル
其形
之
大
全
ヲ

。」
と
い
ふ
。
我
、
今
、
大
西
人
に
遇
ひ
て
、
欧
邏
巴
鏤
板
の
輿
地
図
を
出
し
て
、
其
説
を
問
ふ
に
、
彼
其
ノ
図
を
見
て
、
こ
れ
七
十
年
前
、
ヲ
ヽ
ラ
ン
デ
ヤ
人
の
鏤 ち
り
ば
メし
所
な
り
。
其
精
妙
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
今
は
西
洋
地
方
に
も
得
易 や
すか
ら
ざ
る
所
也
と
い
ふ
。
…
今
其
ヲ
ヽ
ラ
ン
ド
鏤
板
の
図
に
拠
り
て
、
萬
国
坤
輿
図
、
並
に
三
才
図
絵
・
月
令
広
義
・
天
経
或
問
・
図
書
遍
等
に
見
え
し
所
の
図
を
見
る
に
、
皆
其
大
略
を
し
る
せ
し
の
み
也
。
（
中
巻
）
①
に
見
え
る
白
石
所
有
の
「
萬
国
の
図
」
は
、
③
に
見
え
る
「
萬
国
坤
輿
図
」
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
利
リ
瑪 マ
竇 ト
ウ（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
M
a
tteo
R
icci
1552
－
1610、）
が
製
作
し
、
漢
文
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
『
坤 こ
ん輿 よ
萬
国
全
図
』（
一
六
〇
二
年
刻
板
）
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
蘭
陀
人
か
ら
将
軍
家
に
地
図
が
贈
呈
さ
れ
た
の
は
明
暦
・
万
治
・
寛
文
年
間
に
数
度
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
②
の
「
奉
行
所
に
あ
る
所
の
万
国
の
図
」
す
な
わ
ち
③
の
「
欧
邏
巴
鏤
板
の
輿
地
図
」
「
ヲ
ヽ
ラ
ン
ド
鏤
板
の
図
」
は
寛
文
十
二
年
（
1672
）
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
、
一
六
三
九
年
（
寛
永
二
十
六
）
刻
板
の
ヨ
ア
ン
・
プ
ラ
ウ
（
J
o
a
n
B
lo
u
?
－
1680
）
の
東
西
半
球
図
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ド
ッ
チ
の
訊
問
の
時
よ
り
あ
る
い
は
約
百
年
、
あ
る
い
は
約
七
十
年
も
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
洋
学
が
開
け
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、
白
石
は
な
お
旧
舶
来
の
『
坤
輿
万
国
全
図
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
『
西
洋
紀
聞
』
や
『
采
覧
異
言
』
を
書
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
か
の
ザ
ビ
エ
ル
が
鹿
児
島
に
上
陸
し
た
の
は
天
文
十
八
年
（
1549
）
、
フ
ロ
イ
ス
が
織
田
信
長
に
謁
見
し
た
の
は
永
禄
十
二
年
（
1569
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
鮎
沢
信
太
郎
氏
が
言
う
よ
う
に
「
地
球
図
の
伝
来
は
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
の
頃
に
あ
つ
た
と
云
は
れ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
も
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
つ
た
ら
う
」
（
『
日
本
文
化
史
上
に
お
け
る
利
瑪
竇
の
世
界
地
図
』
p
p
.
99
－
100
）
。
す
な
わ
ち
白
石
の
『
西
洋
紀
聞
』
以
前
に
は
、
世
界
の
地
理
に
関
す
る
認
識
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ド
ッ
チ
に
対
し
た
白
石
の
世
界
地
図
が
そ
の
当
時
如
何
に
古
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
鎖
国
日
本
に
ま
が
り
な
り
に
も
、
実
証
的
な
世
界
を
紹
介
し
た
の
は
利
瑪
竇
の
世
界
図
に
始
ま
る
」
（
鮎
沢
氏
）
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
２
－
１
そ
の
利 リ
瑪 マ
竇 ト
ウの
『
坤
輿
萬
国
全
図
』（
稿
末
の
【
世
界
図
Ⅱ
】）
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
漢
文
説
明
の
中
に
、
以
地
勢
分
輿
地
為
五
大
州

、
曰
欧
邏
巴
、
曰
利
未
亜
、
曰
亜
細
亜
、
曰
南
北
亜
墨
利
加
、
曰
墨
瓦
蝋
泥
加
。
と
あ
る
よ
う
に
、
世
界
は
「
欧
邏
巴
」（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）・「
利
未
亜
」（
リ
ビ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
漢
語
名
）
・
「
亜
細
亜
」
（
ア
ジ
ア
）
・
「
南
北
亜
墨
利
加
」
（
南
北
ア
メ
リ
カ
）
・
「
墨
瓦
蝋
泥
加
」
（
メ
ガ
ラ
ニ
カ
）
の
「
五
大
州
」
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
は
後
の
航
海
者
に
よ
っ
て
幻
の
大
陸
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
こ
の
地
図
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
墨
瓦
蝋
泥
加
州
南
北
亜
墨
利
加
、
並
墨
瓦
蝋
泥
加
、
自
古
無
人
知
有
此
処

。
惟
一
百
年
前
欧
邏
人
乗
船
至
其
海
辺
之
地
方
知
。
然
其
地
広
闊
而
人
蛮
猾
、
迄
今
未
詳
審
地
内
各
国
人
俗

。
墨
瓦
蝋
泥
加
墨
瓦
蝋
泥 マ
マ
、
係
払
郎
幾
国
人
姓
名

。
前
六
十
年
始
過
此
峡
並
至
此
地

。
故
欧
邏
巴
士
以
其姓
名

、
名
峡、
名
海、
名
地。
此
南
方
地
人
至
者
少
。
故
未
審
其人
物
如
何

。
ち
な
み
に
、
こ
の
メ
ガ
ラ
ニ
カ
に
関
す
る
海
峡
や
海
や
大
地
の
名
前
と
な
っ
た
「
払
郎
幾
国
人
」
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
航
海
家
M
a
g
a
lh
g
b
a
es
マ
ガ
リ
ャ
ン
ス
（
1480
－
1521
）
の
こ
と
で
あ
る
。
英
語
読
み
で
M
a
g
ella
n
マ
ゼ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ス
ペ
イ
ン
語
読
み
で
は
M
a
g
a
lla
n
es
マ
ガ
ヤ
ネ
ー
又
は
マ
ガ
ラ
ネ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
を
漢
字
表
記
し
た
の
が
「
墨
瓦
蝋
泥
」
す
な
わ
ち
メ
ガ
ラ
ニ
で
あ
る
。
五 大 州 117（22）
本
稿
は
、
天
竺
・
震
旦
・
本
朝
（
朝
鮮
は
一
国
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
の
み
が
世
界
で
あ
っ
た
日
本
に
、
こ
の
利
瑪
竇
の
世
界
図
が
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い
っ
た
か
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
人
文
学
的
な
知
識
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
世
界
に
存
在
す
る
と
い
う
「
大
州
」
の
数
と
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
か
に
関
し
て
の
み
追
う
こ
と
に
す
る
（
「
大
州
」
は
「
大
洲
」
と
も
書
か
れ
る
が
、
引
用
で
は
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
地
の
文
で
は
利
瑪
竇
が
用
い
て
い
る
「
大
州
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
）。
２
－
２
新
井
白
石
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
西
洋
の
天
文
地
理
等
に
つ
い
て
も
多
く
の
著
作
の
あ
る
西
川
如
見
が
い
る
。
彼
の
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
（
宝
永
五
年
1708
刻
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
地
球
萬
国
一
覧
之
図
」（
稿
末
の
【
世
界
図
Ⅲ
】）
も
ま
た
利
瑪
竇
の
『
坤
輿
萬
国
全
図
』
の
流
れ
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
西
川
如
見
以
降
、
明
治
維
新
以
前
ま
で
の
間
で
、
管
見
に
入
っ
た
世
界
の
大
州
の
数
と
そ
の
名
称
を
記
し
た
日
本
人
の
著
作
を
、
お
よ
そ
の
時
代
順
・
人
物
別
に
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
引
用
文
で
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
私
に
句
読
点
な
ど
を
付
し
、
後
の
説
明
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）。
１
西
川
如
見
『
日
本
水
土
考
』
元
禄
十
三
年
（
1700）
序
、
享
保
五
年
（
1721）
刊
渾
地
の
図
を
閲
す
る
に
大
瀛
海
の
裏
、
陸
土
自
ら
相
絶
え
て
三
大
界
と
成
れ
り
。
第
一
界
は
、
中
帯
赤
道
の
北
に
在
り
て
、
径
度
極
め
て
大
な
る
者
を
便
ち
分
画
し
て
三
洲
と
作
な
す
。
曰
く
亜 ア
細 サ
イ亜 ア
、
曰
く
欧 エ
ウ邏 ロ
ツ巴 パ
、
曰
く
利
リ
未 ミ
亜 ア
。
第
二
界
は
利
未
亜
の
西
に
在
り
て
、
赤
道
の
南
北
に
横
は
る
者
を
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
と
曰
ふ
。
第
三
界
は
赤
道
の
南
に
在
り
て
広
く
相
連
れ
る
者
を
墨 メ
瓦 ガ
臘 ラ
尼 ニ
と
曰
ふ
。
総
て
是
を
五
大
洲
と
為
す
な
り
。
萬
国
各
々
五
大
洲
の
内
に
在
り
、
亦
許
多
の
島
嶼
は
各
々
そ
の
界
洲
に
属
す
。
俗
の
所
謂
世
界
と
は
異
な
り
。
『
四
十
二
国
人
物
図
説
』
正
徳
四
年
（
1714）
序
・
享
保
五
年
（
1720）
刊
渾
地
五
大
洲
亜
ア
細 ス
イ亜 ア
洲
唐
土
天
竺
韃
靼
等
属
此大
洲

利 リ
未 ミ
亜 ア
洲
自
天竺
西
方
至
南方
之
界

欧 ア
フ羅 ロ
ツ巴 パ
洲
在
天竺
之
西
北
一界
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 キ
ヤ洲
南
洲
北
洲
在
於日
本
東
南
一界
墨 メ
瓦 ガ
臘 ラ
尼 ニ
加 キ
ヤ洲
自
赤道
至
南極
之一
大
界
２
新
井
白
石
『
采
覧
異
言
』
正
徳
三
年
（
1713）
自
序
、
享
保
十
年
（
1725）
頃
定
稿
？
美
、
嘗
聞

西
人
輿
地
之
説

。
曰
天
形
渾
円
。
地
居

其
中

。
海
水
相
附
。
共
為

円
体

。
…
中
略
…
若
夫
地
既
為
円
体

。
固
無
上
下
方
隅

。
姑
従
人
所
居
。
乃
分
五
大
州

。
以
為
両界
耳。
蓋
南
北
極
界
。
又
各
有
大州

。
而
生
人
已
来
。
足
跡
未
到之
所
。
置
而
不
論。
此
其
大
較
也
。
『
西
洋
紀
聞
』
正
徳
五
年
（
1715）
成
、
享
保
九
年
（
1724）
頃
定
稿
？
。
刊
行
は
明
治
十
五
年
（
1883）
大
地
、
海
水
と
相
合
て
、
其
形
円
な
る
事
、
球 テマ
リの
ご
と
く
に
し
て
、
天
円
の
中
に
居
る
。
た
と
へ
ば
鶏
子
の
黄
な
る
、
青
き
内
に
あ
る
が
ご
と
し
。
其
地
球
の
周
囲
九
万
里
に
し
て
、
上
下
四
旁
、
皆
人
あ
り
て
居
れ
り
。
凡
ソ其
ノ地
を
わ
か
ち
て
、
五
大
州
と
な
す
。
一
つ
に
ヱ
ウ
ロ
ハ
、
漢
に
欧 ヱ
ウ邏 ロ
ー巴 パ
と
訳
す
（
中
略
）
二
つ
に
ア
フ
リ
カ
、
漢
に
利
未
亜
リ
ウ
イ
ヤ
ウと
訳
せ
る
は
、
即
此
。
三
つ
に
ア
ジ
ア
、
漢
に
亜 ヤ
ア細 ス
イ亜 ヤ
アと
訳
す
る
は
、
即
此
。
○
阿
蘭
陀
鏤
板
の
図
に
拠
る
に
、
以
上
三
大
州
、
共
に
一
圏
の
内
に
あ
り
て
、
地
上
界
と
す
。
四
つ
に
は
ノ
ヲ
ル
ト
・
ア
メ
リ
カ
、
番
語
ノ
ヲ
ル
ト
と
い
ふ
は
、
此
に
は
南
と
ミ
ナ
ミ
・
マ
マい
ふ
。
漢
に
は
南
亜
墨
利
加
ナ
ア
ン
ヤ
ア
メ
ツ
リ
キ
ヤと
訳
す
。
即
此
。
五
つ
に
は
、
ソ
イ
デ
・
ア
メ
リ
カ
、
ソ
イ
デ
と
い
ふ
は
、
此
に
北 キ
タと
い
ふ
。
漢
に
北
亜
墨
利
加
ポ
ツ
ヤ
ア
メ
ツ
リ
キ
ヤと
い
ふ
。
○
阿
蘭
陀
鏤
板
の
図
に
よ
る
に
、
以
上
二
大
州
、
共
に
一
圏
の
内
に
あ
り
て
、
地
下
界
と
す
。
亦
按
ず
る
に
萬
国
坤
輿
図
に
、
欧
邏
巴
、
利
未
亜
、
亜
細
亜
、
南
北
亜
墨
利
加
の
外
に
、
墨
瓦
臘
剌
加
メ
ツ
ワ
ア
ラ
ア
ニ
イ
キ
ヤの
一
州
を
加
へ
て
、
六
大
州
と
す
。
３
松
村
元
綱
本
木
良
永
の
『
和
蘭
地
図
略
説
』
明
和
・
安
永
年
間
（
1765
－
1781）
成
輿
図
之
伝
尚
矣
。
明
万
暦
中
、
意
太
里
人
利
瑪
竇
航
海
、
抵
中
華

。
為
萬
国
全
図

、
言
天
下
有
五
大
洲

。
邇
来
華
人
所
刻
海
外
地
図
者
、
往
々
而
出
焉
。
雖
然
伝
之
愈
失
真実

。
４
平
賀
源
内
『
火
浣
布
略
説
』
明
和
二
年
（
1765）
刊
凡
世
界
を
四
ツ
に
わ
り
、
ゑ
ろ
つ
ぱ
、
あ
ぢ
や
、
あ
ふ
り
か
、
あ
め
り
か
、
と
い
ふ
。
５
杉
田
玄
白
『
解
体
新
書
』
安
永
三
年
（
1774）
天
ノ所
覆、
地
ノ所
載、
分
之為
四大
州

、
一
云
亜斎
亜

、
二
云
欧羅
巴

、
三
云
亜
弗
利
加

、
四
云
亜墨
利
加

。
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三
浦
梅
園
ａ
『
原
價
』
安
永
二
年
（
1774）
刊
混
地
ノ
体
円
ニ
シ
テ
海
水
コ
レ
ニ
湛
フ
。
其
内
大
壌
二
ツ
ア
リ
。
一
ツ
ハ
北
ニ
在
テ
、
東
西
ニ
長
シ
。
一
ツ
ハ
中
ニ
当
ツ
テ
、
南
北
ニ
長
シ
。
北
ニ
ア
ル
壌
ヲ
三
大
洲
ト
ス
。
西
ヲ
欧
邏
巴
、
和
人
エ
ロ
ツ
パ
ト
モ
云
。
即
西
洋
也
。

ヲ
蘭 ラ
ン地 ド
ナ
ド
モ
其
中
ナ
リ
。
東
ヲ
亜
細
亜
、
唐
日
本
天
竺
ナ
ド
其
内
也
。
東
西
ノ
中
間
ナ
ル
ヲ
漢
人
利 リ
未 ビ
亜 ア
ト
云
。
西
洋
ノ
人
ハ
ア
フ
リ
カ
ト
云
。
中
ニ
当
ル
壌
ヲ
二
大
洲
ト
ス
。
南
ヲ
南
亜
墨
利
加
ト
云
。
北
ヲ
北
亜
墨
利
加
ト
ス
。
又
南
大
海
ノ
中
墨
瓦
臘
泥
加
ト
云
地
ア
リ
。
昔
西
洋
ノ
人
見
ツ
ケ
テ
、
コ
レ
ヲ
加
ヘ
テ
六
大
洲
ト
云
シ
ガ
、
追
追
尋
ネ
見
シ
所
、
殊
ノ
外
ノ
小
島
ト
モ
イ
ヘ
リ
。
因
テ
大
洲
五
ト
ス
。
ｂ
『
帰
山
録
』
安
永
七
年
（
1779）
刊
渾
地
の
六
大
洲
と
云
は
亜 ア
細 ジ
亜 ア
、
利 リ
未 ビ
亜 ア
、
欧 エ
邏 ロ
ツ巴 パ
、
南 ソイ
ド亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
、
北 ノー
ル
ド亜
墨
利
加
、
墨 メ
瓦 ガ
臘 ラ
泥 ニ
加 カ
な
り
。
こ
れ
を
地
図
に
考
ふ
る
に
、
島
と
し
て
、
海
中
に
布
散
す
る
多
し
と
い
へ
ど
も
畢
竟
大
壌
は
三
つ
な
り
。
先
、
北
壌
、
中
壌
、
南
壌
な
ど
と
も
謂
べ
し
。
７
前
野
良
沢
『
管
蠡
秘
言
』
安
永
六
年
（
1777）
誌
六
大
洲
一
ニ
曰
ク
亜 ア
細 ジ
亜 ア
。
二
ニ
曰
ク、
欧 ヱ
ウ
羅 ロ
巴 パ
。
三
ニ
曰
ク
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
。
四
ニ
曰
ク
南 ソイ
ト亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
。
五
ニ
曰
ク
北 ノ
ウ
ル
ト亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
。
六
ニ曰
ク墨 メ
瓦 ガ
臘 ラ
泥 ニ
加 カ
。
８
林
子
平
『
輿
地
国
名
訳
』
安
永
六
年
（
1778）
刊
亜 ア
細 ジ
亜 ア
欧 ヱ
フ羅 ロ
巴 ハ
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
北 キ
タ亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
南
亜
墨
利
加
※
「
南
亜
墨
利
加
」
の
説
明
の
中
に
「
墨 メ
瓦 ガ
臘 ラ
泥 ニ
加 カ
」「
墨 メ
瓦 ガ
臘 ラ
泥 ニ
加 カ
海
」
が
あ
る
。
９
大
槻
玄
沢
『
蘭
説
弁
惑
』（
天
明
八
（
1788）
序
全
体
此
世
界
と
云
ふ
者
を
四
つ
に
分
ち
、
是
れ
を
四
大
洲
と
い
ふ
。
其
西
に
在
る
一
大
洲
を
欧
羅
巴
と
云
ふ
。
…
唐
山
は
亜
細
亜
と
い
ふ
一
大
洲
に
属
し
、
東
へ
寄
り
た
る
国
ゆ
え
、
我
国
へ
は
海
程
甚
近
し
。
阿
蘭
陀
地
方
へ
も
地
つ
ゞ
き
な
れ
ど
も
、
阿
弗
利
加
欧
羅
巴
の
三
大
洲
の
諸
国
を
隔
て
た
れ
ば
、
道
程
数
万
里
に
し
て
容
易
に
至
る
べ
か
ら
ず
。
…
此
話
意 こ
こ
ろを
用
る
人
々
に
は
弁
ず
る
に
も
及
ば
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
唐
か
山 ら
も
和 お
ら蘭 ん
だも
一
様
に
覚
え
た
る
愚
か
な
る
婦
女
子
の
輩
に
其
の
あ
ら
ま
し
を
説
き
示
す
事
な
り
。
是
等
の
世
界
物
語
は
図
を
出
し
置
て
示
さ
ゞ
れ
ば
、
茫
然
と
し
て
理
会
が
て
んし
難
し
。
故
に
こ
ゝ
に
萬
国
略
図
を
出
し
て
示
す
。
合
せ
て
考
ふ
べ
し
。
『
環
海
異
聞
』
文
化
四
年
（
1807）
誌
・
首
巻
「
序
例
附
言
」
此
天
地
世
界
は
自
ら
四
大
洲
に
分
ち
た
る
も
の
也
。
遠
西
の
人
、
四
方
に
航
海
し
て
此
理
を
窮
め
し
と
ぞ
。
唐
山
に
て
明
朝
の
末
に
い
た
り
、
西
洋
人
内
地
に
入
り
て
其
図
説
を
示
し
、
人
始
て
知
れ
り
と
見
ゆ
。
其
四
大
洲
と
は
一
に
曰
「
ア
ジ
ア
」
明
人
亜
細
亜
又
亜
斎
亜
と
音
訳
す
。
（
中
略
）
二
に
曰
「
ア
フ
リ
カ
」
明
人
亜
弗
利
加
又
利
未
亜
と
音
訳
す
。
（
中
略
）
三
に
曰
「
ヱ
ウ
ロ
ツ
パ
」
明
人
欧
邏
巴
と
音
訳
す
。（
中
略
）
四
に
曰
「
ア
メ
リ
カ
」
明
人
亜
墨
利
加
と
音
訳
す
。
此
洲
、
南
北
二
大
洲
に
分
る
。
南
北
両
洲
を
算
ふ
れ
ば
五
大
洲
な
り
。
10
司
馬
江
漢
『
輿
地
略
説
』
寛
政
四
年
（
1792）
刊
則 スナ
ハ
チ其
国
土
を
分 ワカ
チて
五 ゴ
大 ダ
イ洲 シ
ウと
名 ナ
ヅけ
、
所 イ
ハ謂 ユ
ル亜 ア
細 ジ
亜 ア
、
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
、
歐 エ
フ羅 ロ
フ巴 ハ
、
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
墨 メ
瓦 ガ
蝋 ラ
泥 ニ
加 カ
、
な
り
。
『
和
蘭
天
説
』
寛
政
七
年
（
1792）
刊
地
球
ノ
中
ノ
国
土
ヲ
名
ケ
テ
五
大
洲
ト
ス
。
西
洋
ノ
諸
国
ヲ
欧 エ
フ羅 ロ
ツ巴 パ
ト
云
、
支
那
・
日
本
・
天
竺
・
鞭
而
靼
ノ
地
ヲ
亜
ア
細 ジ
亜 ア
ト
呼
ビ
、
南
ニ
出
デ
タ
ル
国
ヲ
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
ト
云
。
二
百
九
十
年
前
始
メ
テ
見
出
シ
タ
ル
地
ヲ
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
洲
ニ
シ
テ
、
南
北
ニ
国
ア
リ
。
是
ニ
シ
テ
四
大
洲
ナ
リ
シ
ヲ
、
南
極
ノ
方
広
大
ノ
地
ア
リ
。
墨 メ
瓦 ガ
蝋 ラ
泥 ニ
ト
云
人
始
メ
テ
見
出
ス
。
故
ニ
名
ト
ス
。
シ
カ
レ
ド
モ
未
開
ノ
地
ナ
リ
。
『
地
球
全
図
略
説
』
寛
政
九
年
（
1797）
刊
歐 エ
フ羅 ロ
フ巴 ハ
大
洲
中
…
（
下
略
）
亜 ア
細 ジ
亜 ア
大
洲
に
…
（
下
略
）
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
大
洲
ハ
…
（
下
略
）
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
大
洲
ハ
…
（
下
略
）
新
墨 メ
瓦 ガ
蝋 ラ
泥 ニ
加 カ
、
大
南
方
に
有
、
メ
カ
ラ
ン
と
い
へ
る
人
初
て
視
出
せ
り
、
故
に
名
つ
く
と
い
へ
ど
も
未
闢、
又
南
「
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
」
の
南
喙
ノ
ウ
ハ
メ
ガ
ラ
ン
カ
、
ト
云
、
未
審。
新
和
蘭
及
新
グ
イ
ネ
ヤ
、
共
に
イ
マ
ダ
ヒ
ラ
ケ
ザ
ル
ノ
地
な
り
。
『
和
蘭
通
舶
』
文
化
二
年
（
1805）
刊
※
「
五
大
洲
総
説
」
の
説
明
は
『
地
球
全
図
略
説
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
順
序
が
歐 エ
フ
羅 ロ
フ
巴 ハ
・
亜
ア
細 ジ
亜 ア
・
亜
ア
弗 フ
利 リ
加 カ
（
利
リ
未 ビ
亜 ア
）
・
亜
ア
墨 メ
利 リ
加 カ
・
墨
メ
瓦 ガ
蝋 ラ
泥 ニ
加 カ
と
な
っ
て
い
る
。
11
橋
本
直
政
『
蘭
新
訳
地
球
全
図
』
寛
政
八
年
（
1796）
五
大
洲
亜 ア
細 ジ
亜 ヤ
歐 エ
ウ羅 ロ
フ巴 パ
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
北
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
南
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
五 大 州 115（24）
墨 メ
瓦 ガ
蝋 ラ
泥 ニ
加 カ
ヲ
合
テ
六
大
洲
ト
モ
云
。
12
森
島
中
良
ａ
『
蛮
語
箋
付
録
萬
国
地
名
箋
』
寛
政
十
年
（
1799）
刊
※
附
録
の
内
容
は
「
亜
細
亜
之
部
」
「
欧
羅
巴
之
部
」
「
亜
弗
利
加
之
部
又
利
未
亜
」
「
北
亜
墨
利
加
」「
南
亜
墨
利
加
之
部
」
の
五
部
に
分
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ｂ
『
改
増
正
補
蛮
語
箋
付
録
萬
國
地
名
箋
』
弘
化
四
年
（
1847）
刊
附
録
萬
国
地
名
箋
亜
細
亜
欧
邏
巴
亜
弗
利
加
南
北
米
里
堅
豪
斯
多
刺
利
13
山
片
蟠
桃
『
夢
之
代
』
享
和
二
年
序
・
文
政
三
年
（
1802
－
1820）
刊
西
洋
人
天
下
ヲ
巡
リ
テ
、
見
出
ス
処
ノ
大
洲
三
ツ
。
曰
、
亜
細
亜
洲
、
曰
、
欧
羅
巴
洲
、
曰
、
亜
弗
利
加
洲
。
後
又
二
ツ
。
曰
、
亜
墨
利
加
洲
、
曰
、
墨
瓦
羅
爾
加
洲
。
是
ヲ
五
大
洲
ト
云
ナ
リ
。
…
中
略
…
後
「
ア
メ
リ
カ
洲
」
ヲ
分
テ
南
北
ト
ス
。
然
ル
ニ
「
ア
メ
リ
カ
」
ハ
離
島
ニ
シ
テ
、
限
界
明
ラ
カ
ナ
リ
。
「
メ
カ
ラ
ニ
カ
」
ハ
北
辺
バ
カ
リ
ニ
シ
テ
、
南
方
ハ
今
ニ
分
ラ
ズ
。
初
三
洲
ハ
ミ
ナ
地
ツ
ゞ
キ
也
。
一
ト
ス
ト
モ
、
二
ト
ス
ト
モ
、
三
ト
ス
ト
モ
心
ノ
マ
ヽ
ナ
リ
。
（
地
理
第
二
・
十
六
）
墨
瓦
羅
爾
加
洲
（
コ
ノ
州
ノ
コ
ト
ハ
ク
ハ
シ
カ
ラ
ス
。
ユ
ヘ
ニ
略
ス
。
）
往
古
ヨ
リ
地
球
ノ
コ
ト
未
ダ
シ
リ
ヤ
ス
カ
ラ
ズ
。
蓋
シ
往
昔
「
イ
ス
ハ
ニ
ア
」
人
、
西
ニ
舟
ヲ
出
シ
テ
国
ヲ
ミ
ル
。
コ
ノ
人
ヲ
「
ア
メ
リ
カ
」
ト
云
ヒ
シ
ユ
ヘ
ニ
、
ソ
ノ
名
ヲ
以
テ
「
ア
メ
リ
カ
」
ト
云
。
又
和
蘭
人
南
游
シ
テ
国
ヲ
得
ル
。
ソ
ノ
人
ノ
名
ヲ
用
ヒ
テ
「
メ
カ
ラ
ニ
ア
」
ト
名
ク
。
コ
レ
ソ
ノ
因
テ
来
ル
処
ナ
リ
。
［
「
メ
カ
ラ
ニ
カ
」
ヲ
見
出
シ
名
付
ケ
シ
地
ハ
、
即
「
南
ア
メ
リ
カ
」
ノ
南
極
ニ
シ
テ
、
知
加
ヲ
云
。
今
コ
ノ
地
ヲ
「〔
メ
〕
カ
ラ
ニ
カ
」
ト
云
ナ
リ
。
南
ノ
方
ヲ
ツ
ク
サ
ズ
シ
テ
、
大
地
也
ト
思
ヒ
テ
、
ツ
イ
ニ
一
洲
ト
ス
。
然
ル
ニ
大
洲
ト
ス
ベ
キ
地
ニ
ア
ラ
ズ
。
ユ
ヘ
ニ
近
世
「
南
ア
メ
リ
カ
」
ニ
附
ス
。］
（
同
右
）
14
高
橋
景
保
ａ
『
新
訂
萬
国
全
図
』
文
化
七
年
（
1805）
刊
一
、
萬
国
別
四大
洲

。
原
出
洋説

。
所
謂
亜
細
亜
亜
弗
利
加
欧
邏
巴
南
北
亜
墨
利
加
是
也
。
旧
図
於
南
極
下
寘
墨
瓦
蝋
泥
加
一
洲

。
然
其
實
亡
何
有
也
。
今
刪
落
洋
附
説
。
※
こ
の
高
橋
景
保
の
『
新
訂
萬
国
全
図
』
は
「
大
府
見
存
図
本
」
即
ち
ア
ロ
ー
ス
ミ
ス
の
世
界
図
T
h
e
M
a
p
o
f
th
e
W
o
rld
（
1780年
製
）
を
原
と
し
た
も
の
と
い
う
。
ｂ
斎
藤
正
謙
『
鉄
研
斎
軒
書
目
』
に
、
こ
の
高
橋
景
保
の
『
新
訂
萬
国
全
図
』
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
便
宜
的
に
こ
こ
で
紹
介
す
る
。
当
明代
之
末

、
利
瑪
竇
自
意太
里
亜
来、
伝
地球
図
説

。
於
是東
洋
人
始
知
有

五
界
万
国

。
然
猶
属
草創

、
不
能無
紕謬

。
継
之述
者
世
世
有
之。
未
能
尽
改
正
焉
。
甚
者
描
於
南
極
下

、
妄
置
墨
瓦
蝋
泥
加
洲

。
甚
描
北
高
海

、
長
於
東
西

、
短
於
南
北

、
与
真
形
相
反
、
其
他
可
知
矣
。
至
千
七
百
五
六
十
年
間
（当
我
安
永
年
中
）英
吉
斯
人
哥
烏
玖
、
親
巡
検
四
大
洲

、
精
究
地
理

、
更
製
新
図

。
甚
為
精
詳

。
一
時
号
称
地理
聖

。
文
化
中
、
縣
官
命
星官
高
橋
左
衛
門
景
保
訳
地球

、
景
保
乃
拠
哥
氏
之
本
、
参
攻
諸
図

、
校
訂
刪
補
、
別
製
平
面
図

、
銅
鐫
之
以
行
世
。
於
是従
前
諸
図
尽
廃
矣
。
※
「
英
吉
斯
人
哥
烏
玖
」
と
は
ク
ッ
ク
（
C
o
o
k
1728
－
1779）
の
こ
と
で
あ
る
。
15
平
山
子
龍
『
海
防
問
答
』
文
化
十
三
年
（
1816）
著
明
ノ
萬
暦
中
ニ
西
洋
ノ
利
瑪
竇
ト
云
者
明
朝
ニ
来
ル
。
利
瑪
竇
ハ
西
洋
意
太
里
亜
ノ
人
ナ
リ
。
其
説
ニ
云
ク
。
天
下
ニ
有
五大
州

、
第
一
ヲ
亜
細
亜
洲
ト
云
、（
下
略
）
16
宇
田
川
榕
菴
『
菩
多
尼
訶
経
』
文
政
五
年
（
1822）
刊
爾
時
、
大
聖
告
諸
大
弟
子
言
。
四
大
洲
中
。
百
千
萬
億
。
一
切
衆
生
。
差
別
二
種
。
17
平
田
篤
胤
『
古
道
大
意
下
』
文
政
七
年
（
1824）
刊
大
地
球
ニ
有
ル
国
ヲ
。
五
ツ
ニ
分
テ
。
第
一
ヲ
ア
ジ
ヤ
ト
云
ヒ
。
第
二
ヲ
エ
ウ
ロ
ッ
パ
ト
云
ヒ
。
第
三
ヲ
ア
フ
リ
カ
ト
イ
ヒ
。
第
四
ヲ
北
ア
メ
リ
カ
ト
云
ヒ
。
第
五
ヲ
南
ア
メ
リ
カ
ト
云
フ
。
凡
テ
是
ヲ
五
ツ
ノ
大
国
ト
イ
ヒ
。
是
ヲ
以
テ
五
大
州
ト
モ
申
ス
デ
ゴ
ザ
ル
。
御
国
。
モ
ロ
コ
シ
。
韃
靼
。
天
竺
ナ
ド
ハ
。
此
第
一
ノ
ア
ジ
ヤ
ト
號 ナ
ヅケ
タ
ル
大
国
ノ
内
デ
。
サ
ス
レ
バ
。
御
国
カ
ラ
韃
靼
天
竺
ナ
ド
ヲ
合
セ
タ
ル
程
ノ
国
ガ
。
マ
ダ
四
ツ
有
ウ
ト
申
ス
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
ル
。
其
五
ツ
ノ
大
洲
ヲ
合
セ
タ
ル
ヨ
リ
モ
。
マ
ダ
海
ト
成
テ
ヰ
ル
処
ハ
多
イ
カ
ラ
。
ナ
ン
ト
メ
ポ
ー
カ
イ
ニ
大
キ
ナ
物
デ
ハ
無 ナ
イカ
ナ
。
18
伊
藤
圭
介
『
泰
西
本
草
名
疏
』
文
政
十
二
年
（
1829）
刊
四
大
洲
中
、
一
切
植
物
、
百
千
万
億
、
品
類
夥
多
。
雖
如
奇詭
変
幻

、
不
可
究尽

、
要
ス
ル
ニ
皆
不
能
出
斯 ノ二
十
四
綱
之
範
囲
矣。
19
高
野
長
英
『
夢
物
語
』
天
保
九
年
（
1838）
誌
イ
ギ
リ
ス
と
申
す
国
は
…
右
故
、
自
然
航
海
の
術
並
に
水
軍
、
殊
の
外
熟
練
致
し
、
外
国
出
張
所
、
次
第
に
広
大
に
相
成
、
交
易
の
道
を
漸
く
に
旺
盛
に
相
成
、
凡
五
大
州
ト
申
、
同志社女子大学 学術研究年報 2009年 第60巻114（25）
比
類
な
き
様
に
罷
成
申
候
。
20
渡
辺
崋
山
ａ
『
外
国
事
情
書
』
天
保
十
年
（
1839）
著
古
ハ
一
地
球
セ
カ
イヲ
四
分
仕
ツ
カ
マ
ツ
リ、
亜 ア
細 ジ
亜 ア
、
欧 エ
邏 ロ
ツ巴 パ
、
亜 ア
弗 フ
利 リ
加 カ
、
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
ト
定 さだ
め候
処
、
又
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
ヲ
南
北
ニ
分
チ
、
五
大
洲
ト
仕
、
其 そ
の
後 ご
見 け
ん
出 し
ゆ
つ之
諸
地
多
ク
相 あ
い
成 な
り
、
四
方
無
残
審
明
仕
候
ニ
付
、
近
来
南
北
亜 ア
墨 メ
利 リ
加 カ
ヲ
一
洲
ト
仕
、
大 タ
イ平 ヘ
イ海 カ
イヲ
取
集
メ
、
是
ヲ
烏 ア
烏 ウ
斯 ス
答 タ
刺 ラ
利 リ
ト
称
シ
、
五
大
洲
ト
致 いた
し候
。
右
五
大
洲
ノ
内
、
亜 ア
細 ジ
亜 ア
、
欧 エ
邏 ロ
ツ巴 パ
ハ
山
ト
湖
ヲ
隔
テ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
候
得
者
、
一
洲
ト
定
メ
候
テ
モ
可
然地
勢
ニ
御
座
候
。
ｂ
『
再
稿
西
洋
事
情
』
天
保
十
年
（
1839）
著
一
、
地
球
中
大
別
致
、
五
大
洲
と
相
定
め
候
共
、
其
実
は
欧
邏
巴
・
亜
細
亜
は
一
洲
に
て
、
亜
弗
利
加
と
亜
墨
利
加
と
三
大
洲
に
御
座
候
。
外
に
近
来
「
ア
ウ
ス
タ
ラ
リ
ー
」
を
数
へ
入
候
共
、
こ
れ
は
島
地
に
て
、
右
三
洲
と
並
称
す
る
に
も
不
及候
。
21
佐
久
間
象
山
「
ハ
ル
マ
出
版
に
関
す
る
藩
主
宛
上
書
」
嘉
永
二
年
（
1849）
当
今
の
如
く
、
五
大
州
一
続
き
に
な
り
候
様
の
事
、
開
闢
よ
り
未
曾
有
烏
の
事
と
御
座
候
。
…期
す
る
所
は
五
大
州
の
学
術
を
兼
備
し
、
五
大
州
の
所
長
を
集
め
、
本
邦
を
し
て
永
く
全
世
界
独
立
の
国
と
な
ら
し
む
る
基
礎
を
世
に
弘
め
ん
と
…
「
松
田
豊
前
充
と
み
ら
れ
る
書
翰
」
文
久
二
年
（
1862）
当
今
経
済
有
用
の
学
は
、
和
漢
の
学
の
上
に
西
洋
の
諸
学
科
に
通
じ
、
五
大
州
を
綜
括
し
候
大
識
量
を
具
し
候
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
有
用
の
学
と
は
申
し
難
く
候
。
『
省
録
』
安
政
元
年
（
1854）
～
天
治
元
年
（
1884）
誌
予
年
二
十
以
後
、
乃
知
匹
夫
有
繋
一
国

。
三
十
以
後
、
乃
知
有
繋
天
下

。
四
十
以
後
、
乃
知
有
繋
五世
界

。
22
新
発
田
収
蔵
『
新
訂
坤
輿
略
全
図
』
嘉
永
五
年
（
1852）
刊
古
図
南
方
ニ
墨 メ
瓦 ガ
蝋 ラ
大
洲
ナ
ル
者
ヲ
置
テ
坤
輿
ヲ
六
大
洲
ニ
分
ツ
。
近
世
西
洋
人
南
規
外
ヲ
航
行
ス
ル
者
少
シ
ト
セ
ズ
、
新
和
蘭
ニ
ウ
ホ
ル
ラ
ン
ド、
新
入
匿
ニ
ウ
ギ
イ
ネ
ヤノ
外
ニ
大
洲
ノ
無
ヲ
発
明
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
今
新
和
蘭
、
新
入
匿
及
ビ
其
他
無
数
ノ
諸
島
ヲ
総
テ
南
島
嶼
洲
ア
ウ
ス
ト
ラ
リ
ート
名
テ
五
大
洲
ニ
算
入
ス
。
23
柳
川
春
三
自
作
端
唄
（
黒
船
来
航
の
嘉
永
六
（
1853）
年
頃
の
作
か
）
万
国
の
国
づ
く
し
、
ア
ジ
ヤ
、
ア
フ
リ
カ
、
エ
ウ
ロ
ツ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
ア
ウ
ス
タ
ラ
リ
ー
の
外
名
高
き
国
は
唐
天
ぢ
く
、
じ
や
が
た
ら
せ
い
ろ
ん
、
は
る
し
や
、
あ
ら
び
や
、
だ
つ
た
ん
と
る
こ
、
お
ろ
し
や
し
べ
り
や
、
ふ
ら
ん
す
、
ど
い
つ
、
お
ら
ん
だ
、
い
ぎ
り
す
、
ぷ
ろ
い
せ
ん
、
い
す
ば
に
や
、
ず
ゑ
し
や
、
ぎ
り
し
や
、
ぽ
る
と
が
る
、
合
衆
国
に
は
わ
し
ん
と
ん
、
め
き
し
き
、
ぺ
え
り
う
、
ぶ
ら
じ
り
や
に
こ
ろ
ん
び
や
、
シ
リ
、
バ
タ
コ
ン
24
柳
川
重
信
『
改
正
海
外
諸
島
図
説
』
嘉
永
七
年
（
1854）
刊
渾
地
五
大
洲
亜 ア
細 ジ
亜 ア
洲
唐
土
天
竺
韃
靼
等
属
此大
洲

利 リ
未 ビ
亜 ア
洲
自
天竺
西
方
至
南方
之
界

歐 エ
フ羅 ロ
フ巴 ハ
洲
在
天竺
之
西
北
一界
亜
墨
利
加
南
洲
北
洲
在
於日
本
東
南
之大
界
或
分
南北

而
為
両洲

墨 メ
瓦 カ
蝋 ラ
泥 ニ
加 カ
自
赤道
至
南極
之一
大
界
25
吉
田
松
陰
『
清
国
咸
豊
乱
記
』
安
政
二
年
（
1855）
誌
寅
、
五
大
洲
を
周
遊
し
て
諸
国
勦
す
べ
く
撫
す
べ
き
の
形
勢
を
初
め
、
風
教
攻
守
等
迄
研
究
し
、
大
画
を
立
て
ん
と
欲
せ
し
に
、
天
助
け
ず
、
人
祐 た
すけ
ず
、
遂
に
茲
に
至
る
。
26
新
島
襄
「
元
治
甲
子
元
年
於
駿
台
川
勝
君
之
塾
書
焉
」
元
治
元
年
（
1864）
一
襲
弊
袍
三
尺
剣
回
頭
世
事
思
悠
々
男
児
自
有
蓬
桑
志
不
渉
五
洲
都
不
休
27
斎
藤
拙
堂
（
1865年
没
）
『
地
学
擧
要
』
刊
行
年
不
明
五
大
洲
亜
細
亜
、
欧
邏
巴
、
亜
弗
利
加
、
亜
墨
利
加
、
豪
斯
杜
辣
利
２
－
３
湯
澤
信
太
郎
氏
に
よ
る
と
、
鎖
国
時
代
の
世
界
地
理
学
の
タ
イ
プ
は
三
つ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（『
新
井
白
石
の
世
界
地
理
研
究
』
六
六
～
七
頁
）。
そ
の
第
一
は
「
学
問
的
に
正
し
い
世
界
を
教
へ
、
人
々
を
世
界
的
に
目
覚
め
し
め
、
世
界
の
中
へ
置
か
れ
た
日
本
を
教
へ
る
も
の
」
で
あ
り
、
第
二
は
「
鎖
国
的
に
ゆ
が
め
ら
れ
て
馴
化
さ
れ
、
常
軌
を
逸
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
第
三
は
「
国
学
者
や
仏
僧
の
側
に
あ
つ
た
も
の
で
、
自
説
を
権
威
づ
け
、
自
説
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
前
節
に
掲
げ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
第
一
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
者
の
著
作
あ
る
い
は
そ
の
精
神
を
共
有
す
る
者
の
著
作
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
外
は
17の
平
田
篤
胤
の
も
の
が
第
三
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
24の
柳
川
重
信
（
江
戸
の
浮
世
絵
師
）
の
も
の
が
五 大 州 113（26）
第
二
グ
ル
ー
プ
的
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
、
前
節
に
列
挙
し
た
書
物
が
説
明
す
る
大
州
の
数
と
そ
の
名
称
を
表
に
纏
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
同
一
の
書
物
の
中
で
幾
つ
か
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
者
の
最
終
的
な
考
え
と
判
断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
表
に
示
し
た
。
同
一
人
物
で
も
書
い
た
時
期
に
よ
っ
て
考
え
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
ａ
・
ｂ
と
し
て
両
方
を
上
げ
た
。
◎
は
南
北
を
別
の
州
と
す
る
も
の
、
△
は
二
つ
で
一
つ
の
州
と
す
る
も
の
、
●
は
メ
ガ
ラ
ニ
カ
州
を
示
す
。
メ
ガ
ラ
ニ
カ
は
言
う
ま
で
も
な
く
結
局
は
存
在
し
な
い
幻
の
大
陸
で
あ
っ
た
が
、
右
の
表
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
世
界
地
理
観
に
お
い
て
、
メ
ガ
ラ
ニ
カ
洲
が
削
除
さ
れ
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
洲
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
14ｂ
の
斎
藤
正
謙
『
鉄
研
斎

軒
書
目
』
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
文
化
年
間
（
1804
－
1818）
幕
府
天
文
方
の
高
橋
景
保
の
地
図
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
存
在
が
ク
ッ
ク
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
一
七
七
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
新
し
い
世
界
地
図
が
我
が
国
に
入
っ
て
き
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
新
し
い
世
界
図
は
幕
府
関
係
者
や
貪
欲
に
真
実
を
求
め
よ
う
と
す
る
蘭
学
者
な
ど
特
別
な
者
に
の
み
知
ら
れ
、
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
説
弁
惑
』
に
言
う
よ
う
に
中
国
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
区
別
も
定
か
で
は
な
か
っ
た
民
間
で
は
後
々
ま
で
メ
ガ
ラ
ニ
カ
大
陸
が
描
か
れ
て
い
る
古
い
世
界
図
が
流
布
し
て
い
た
。
江
戸
末
期
の
浮
世
絵
師
柳
川
重
信
の
出
版
に
な
る
『
改
正
海
外
諸
島
図
説
』
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
西
川
如
見
の
『
四
十
二
国
人
物
図
』
に
一
部
説
明
を
加
え
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
世
界
図
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
変
化
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
①
南
北
ア
メ
リ
カ
を
利
瑪
竇
の
説
明
の
と
お
り
一
つ
の
州
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
二
つ
の
州
と
考
え
る
べ
き
か
。
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
を
利
瑪
竇
の
説
明
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
州
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
全
て
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
州
と
考
え
る
べ
き
か
。
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
①
に
つ
い
て
。
利
瑪
竇
の
『
坤
輿
萬
国
全
図
』
で
は
「
南
北
亜
墨
利
加
、
全
為
四海
所
囲。
南
北
以
微
地
相
聯
。
」
と
説
明
さ
れ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
は
一
つ
の
大
州
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
南
北
ア
メ
リ
カ
を
二
つ
に
数
え
る
か
一
つ
と
す
る
と
い
う
議
論
は
、
利
瑪
竇
の
『
坤
輿
萬
国
全
図
』
あ
る
い
は
『
山
海
輿
地
全
図
』（
万
暦
二
十
八
年
1600成
。
稿
末
の
【
世
界
図
Ⅰ
】）
同志社女子大学 学術研究年報 2009年 第60巻112（27）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
フ
リ
カ
ア
ジ
ア
ア
メ
リ
カ
メ
ガ
ラ
ニ
カ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
１
○
○
○
○
●
【
五
大
州
】
２
ａ
○
○
○
◎
【
五
大
州
】
ｂ
○
○
○
◎
●
【
六
大
州
】
３
○
○
○
○
●
【
五
大
州
】
４
○
○
○
○
【
四
世
界
】
５
○
○
○
○
【
四
大
州
】
６
ａ
○
○
○
◎
【
五
大
州
】
ｂ
○
○
○
◎
●
【
六
大
州
】
ｃ
（
三
大
壌
）
７
○
○
○
◎
●
【
六
大
州
】
８
○
○
○
◎
【
五
大
州
】
９
○
○
○
○
【
四
大
州
】
10
○
○
○
○
●
【
五
大
州
】
11ａ
○
○
○
◎
【
五
大
州
】
ｂ
○
○
○
◎
●
【
六
大
州
】
12ａ
○
○
○
◎
【
五
大
州
】
ｂ
○
○
○
○
○
【
五
大
州
】
13
○
○
○
○
●
【
五
大
州
】
14ａ
○
○
○
○
【
四
大
州
】
ｂ
○
○
○
○
（
○
）
（
五
大
州
）
15
○
○
○
○
●
【
五
大
州
】
16
【
四
大
州
】
17
○
○
○
◎
【
五
大
州
】
18
【
四
大
州
】
19
【
五
大
州
】
20ａ
○
○
○
○
○
【
五
大
州
】
ｂ
△
○
△
○
【
三
大
州
】
21
【
五
大
州
】
22
○
○
○
○
○
【
五
大
州
】
23
○
○
○
○
○
【
五
大
州
】
24
○
○
○
○
●
【
五
大
州
】
25
【
五
大
州
】
26
【
五
州
】
27
○
○
○
○
○
【
五
大
州
】
が
出
来
た
当
初
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
万
暦
三
十
年
（
1602）
の
序
文
の
あ
る
『
月
令
広
義
』
所
載
の
『
山
海
輿
地
全
図
』
の
説
明
は
『
坤
輿
萬
国
全
図
』
に
載
せ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、「
以
地勢
分
輿地
為
六大
州

、
曰
欧
邏
巴
、
曰
利
未
亜
、
曰
亜
細
亜
、
曰
北
亜
墨
利
加
、
曰
南
亜
墨
利
加
、
曰
墨
瓦
臘
泥
加
。
」
と
あ
る
（
鮎
澤
信
太
郎
『
東
洋
地
理
思
想
史
研
究
』
五
九
頁
）。
②
に
つ
い
て
。
こ
の
捉
え
方
も
ま
た
、
早
く
西
川
如
見
や
新
井
白
石
の
著
書
か
ら
見
ら
れ
（
西
川
如
見
の
『
増
補
華
夷
通
商
考
』
の
世
界
図
は
端
的
に
そ
れ
が
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
稿
末
の
【
地
図
Ⅱ
】
参
照
）
、
そ
の
後
も
三
浦
梅
園
、
山
片
蟠
桃
、
渡
辺
崋
山
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
三
浦
梅
園
は
先
に
引
用
し
た
『
帰
山
録
』
の
文
章
の
後
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
亜
細
亜
、
欧
羅
巴
は
何
ゆ
へ
其
界
を
分
ち
た
る
か
。
且
大
洲
五
の
名
目
こ
れ
を
我
邦
の
言
翻
せ
ば
何
と
云
訳
に
や
、
前
よ
り
し
ば
し
ば
人
に
問
ひ
、
此
度
も
舌
人
に
問
へ
ど
も
、
そ
の
故
を
知
る
人
な
し
」（「
舌
人
」
は
通
訳
者
の
意
）。
こ
の
①
②
の
議
論
は
節
を
改
め
て
な
お
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
２
－
４
「
大
州
」
を
文
字
ど
お
り
に
理
解
す
れ
ば
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
大
陸
で
あ
る
が
、
大
航
海
者
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
大
陸
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
地
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
南
ア
メ
リ
カ
と
狭
く
長
い
地
で
接
続
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
、
一
つ
の
大
陸
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
マ
ゼ
ラ
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
メ
ガ
ラ
ニ
カ
も
、
山
片
蟠
桃
の
言
う
よ
う
に
「
北
辺
バ
カ
リ
ニ
シ
テ
、
南
方
ハ
今
ニ
分
ラ
ズ
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、「
大
地
也
ト
思
ヒ
テ
、
ツ
イ
ニ
一
洲
ト
ス
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
航
海
時
代
以
前
に
知
ら
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
陸
続
き
で
あ
り
、
人
文
学
的
に
も
厳
密
な
境
界
は
引
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
世
界
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ
の
三
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
境
界
は
タ
イ
ナ
ス
川
（
ド
ン
川
）
と
黒
海
と
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
境
は
ナ
イ
ル
川
と
地
中
海
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
便
宜
的
に
設
け
ら
れ
た
境
界
で
あ
っ
た
。
利
瑪
竇
は
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
踏
襲
し
た
上
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を
「
大
州
」
と
説
明
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
よ
う
に
『
坤
輿
萬
国
全
図
』
に
は
「
以
地
勢
分
輿
地
為
五
大
州

。
」
と
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
各
州
の
そ
れ
ぞ
れ
の
四
方
に
海
や
川
や
湖
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
若
欧
邏
巴
者
、
南
至
地
中
海

、
北
至
臥
蘭
的
亜
及
氷
海

、
東
至
大
乃
河
墨
何
的
湖
大
海

、
西
至
大西
洋

。
若
利
未
亜
者
、
南
至
大浪
山

、
北
至
地中
海

、
東
至
西紅
海
仙
労
冷
祖
島

、
西
至
河摺
亜
諾
滄

、
即
此
州
只
以
聖地
乃
下
微
路
与
亜細
亜
相聯
、
其
余
全
為
四海
所
囲。
若
亜
細
亜
者
、
南
至
蘇
門
答
臘
呂
宋
等
島

、
北
至
新
曽
白
臘
及
北
海

、
東
至
日
本
島
大
明
海

、
西
至
大乃
河
墨
河
的
湖
大
海

、
西
紅
海
小
西
洋
。
し
か
し
、「
微
路
与
亜細
亜
相聯
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
リ
ビ
ア
（
ア
フ
リ
カ
）
を
ア
ジ
ア
と
切
り
離
し
て
一
つ
の
大
州
と
す
る
こ
と
と
、
「
亜
墨
利
加
者
全
為
四
海
所
囲
。
南
北
以
微
地
相聯
。」
と
説
明
さ
れ
る
南
北
の
ア
メ
リ
カ
を
一
つ
の
大
州
と
す
る
こ
と
は
一
貫
し
な
い
説
明
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
と
を
区
別
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
を
理
解
し
な
い
日
本
や
中
国
の
人
々
に
は
、
こ
の
区
別
は
納
得
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
三
浦
梅
園
の
「
亜
細
亜
、
欧
羅
巴
は
何
ゆ
へ
其
界
を
分
ち
た
る
か
。
且
大
洲
五
の
名
目
こ
れ
を
我
邦
の
言
翻
せ
ば
何
と
云
訳
に
や
」
と
い
う
問
い
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
は
現
在
で
も
容
易
に
答
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
３
「
五
大
州
」
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
が
描
か
れ
た
新
し
い
世
界
図
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
も
、
民
間
で
は
幻
の
メ
ガ
ラ
ニ
カ
州
が
描
か
れ
た
世
界
図
が
流
布
し
て
い
た
よ
う
に
、
「
五
大
州
」
の
一
つ
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
が
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
も
昭
和
初
期
ま
で
の
主
な
辞
書
に
お
い
て
も
「
五
大
州
」
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
は
入
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、『
辞
林
』（
明
治
四
十
四
年
刊
）
に
は
、
地
球
上
の
五
つ
の
大
陸
、
即
ち
、
「
ア
ジ
ア
」
・
「
ア
フ
リ
カ
」
・
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
及
南
北
「
ア
メ
リ
カ
」
の
称
。
と
あ
り
（
『
辞
林
』
が
増
補
さ
れ
『
広
辞
林
』
に
な
っ
て
も
確
認
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
昭
和
五
十
八
年
の
第
六
版
で
も
同
様
で
あ
る
）、『
言
海
』
に
は
「
五
大
州
」
は
見
え
な
い
が
、
そ
れ
を
増
補
し
た
『
大
言
海
』（
昭
和
八
年
刊
）
で
も
亜
細
亜
欧
羅
巴
阿
非
利
加
北
亜
米
利
加
南
亜
米
利
加
ノ
五
ツ
ノ
大
洲
と
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
が
「
五
大
州
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
管
見
で
は
『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
昭
和
十
四
年
修
訂
版
）
が
最
初
で
あ
る
。
地
球
上
の
五
つ
の
大
陸
、
即
ち
、
亜
細
亜
・
阿
非
利
加
・
欧
羅
巴
・
亜
米
利
加
・
濠
斯
太
刺
利
亜
の
称
。
又
、
濠
斯
太
刺
利
亜
を
除
き
て
亜
米
利
加
を
南
北
に
分
ち
て
も
い
ふ
。
以
降
、
同
様
の
説
明
が
現
在
に
至
る
ま
で
取
ら
れ
て
い
る
（
確
認
で
き
た
と
こ
ろ
で
は
『
辞
海
』
五 大 州 111（28）
昭
和
四
十
九
年
版
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
昭
和
四
十
九
年
版
、『
角
川
国
語
大
辞
典
』
昭
和
五
十
八
年
版
、『
言
泉
』
昭
和
六
十
一
年
版
、『
大
辞
林
』
平
成
十
八
年
第
三
版
な
ど
）。
と
こ
ろ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
広
辞
苑
』
の
初
版
（
昭
和
三
十
五
年
）
で
は
『
辞
林
』
な
ど
と
同
じ
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
版
（
平
成
十
三
年
）
か
ら
は
説
明
の
最
初
の
「
地
球
上
の
五
大
陸
、
即
ち
」
と
い
う
部
分
が
省
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
人
々
の
認
識
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
大
洲
」
と
い
う
言
葉
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
、
世
界
は
四
つ
も
し
く
は
五
つ
の
大
陸
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
写
本
の
形
で
の
み
伝
わ
る
大
槻
玄
沢
『
環
海
異
聞
』
（
文
化
四
年
1807
）
に
載
せ
る
世
界
地
図
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
大
陸
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
稿
末
の
【
世
界
図
Ⅳ
】
参
照
。
た
だ
し
、
掲
げ
た
も
の
は
新
村
出
旧
蔵
重
山
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
図
に
は
後
か
ら
朱
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
と
を
繋
ぐ
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
「
ヲ
ロ
シ
ャ
国
府
」
と
書
か
れ
た
部
分
の
右
上
ま
た
右
下
方
の
黒
く
写
っ
て
い
る
横
線
が
そ
れ
で
あ
る
）
。
明
治
期
以
降
の
辞
書
が
「
五
大
州
」
を
五
大
陸
と
説
明
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
言
葉
の
意
味
に
引
き
ず
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
そ
の
結
果
「
五
大
州
」
は
地
球
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
全
大
陸
で
あ
り
、
「
五
大
州
」
は
世
界
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
角
川
国
語
大
辞
典
』（
時
枝
誠
記
・
吉
田
精
一
編
）
に
も
「
五
大
州
」
の
二
番
目
の
意
味
と
し
て
「
転
じ
て
、
世
界
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
佐
久
間
象
山
『
省
録
』
に
「
五
世
界
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
世
界
」
は
五
つ
で
地
球
せ
か
い（
渡
辺
崋
山
『
外
国
事
情
書
』）
を
形
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
意
味
で
あ
る
。
前
掲
西
川
如
見
の
文
章
に
「
萬
国
各
々
五
大
洲
の
内
に
在
り
、
亦
許
多
の
島
嶼
は
各
々
そ
の
界
洲
に
属
す
。
俗
の
所
謂
世
界
と
は
異
な
り
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
違
い
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
界
を
意
味
す
る
「
五
大
州
・
五
大
陸
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
「
大
州
」
と
し
た
利
瑪
竇
以
来
の
慣
用
で
し
か
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
が
陸
続
き
の
一
つ
の
大
陸
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
味
す
る
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
」
が
作
ら
れ
る
と
、
そ
の
根
拠
を
ま
っ
た
く
失
っ
て
し
ま
う
。
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
は
『
広
辞
苑
』
の
初
版
で
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
総
称
。
亜
欧
州
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
版
（
昭
和
四
十
四
年
）
か
ら
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
総
称
。
亜
欧
州
。
大
陸
」
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
五
大
州
」
の
説
明
か
ら
「
地
球
上
の
五
大
陸
、
即
ち
」
と
い
う
説
明
が
消
え
る
伏
線
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
現
在
で
は
も
は
や
「
五
大
州
・
五
大
陸
」
は
世
界
を
意
味
す
る
語
と
し
て
一
般
に
は
使
わ
れ
て
は
い
ま
い
。
敢
え
て
言
え
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
五
輪
に
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
五
輪
の
マ
ー
ク
は
「
五
大
州
・
五
大
陸
」
か
ら
な
る
世
界
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
（
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
」
の
第
一
章
第
三
項
の
３
に
「
T
h
e
O
ly
m
p
ic
sy
m
b
o
l
rep
resen
ts
th
e
u
n
io
n
o
f
th
e
fiv
e
co
n
tin
en
ts
a
n
d
th
e
m
eetin
g
o
f
a
th
letes
fro
m
th
ro
u
g
h
o
u
t
th
e
w
o
rld
a
t
th
e
O
ly
m
p
ic
G
a
m
es.」
と
あ
る
）
。
こ
の
五
輪
の
マ
ー
ク
が
制
定
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
九
十
五
年
前
の
一
九
一
四
年
で
あ
る
。
【
出
典
一
覧
】
１
西
川
如
見
『
日
本
水
土
考
』（
岩
波
文
庫
）
『
四
十
二
国
人
物
図
説
』（
重
山
文
庫
所
蔵
本
）
２
新
井
白
石
『
采
覧
異
言
』（『
新
井
白
石
全
集
』
国
書
刊
行
会
編
）
『
西
洋
紀
聞
』（
東
洋
文
庫
）
３
松
村
元
綱
『
和
蘭
地
図
略
説
』
４
平
賀
源
内
『
火
浣
布
略
説
』（
重
山
文
庫
所
蔵
本
）
５
杉
田
玄
白
『
解
体
新
書
』（
出
版
科
学
研
究
所
に
よ
る
復
刻
版
）
６
三
浦
梅
園
『
原
價
』
『
帰
山
録
』
７
前
野
良
沢
『
管
蠡
秘
言
』（
岩
波
思
想
大
系
64『
洋
学
・
上
』）
８
林
子
平
『
輿
地
国
名
訳
』（『
新
編
林
子
平
全
集
』
第
一
書
房
刊
）
９
大
槻
玄
沢
『
環
海
異
聞
』（
重
山
文
庫
所
蔵
本
）
『
蘭
説
弁
惑
』（
雄
山
閣
「
雑
誌
古
典
研
究
」
別
冊
）
10
司
馬
江
漢
『
輿
地
略
説
』（『
司
馬
江
漢
全
集
』
八
坂
書
房
刊
）
『
和
蘭
天
説
』（
岩
波
思
想
大
系
64『
洋
学
・
上
』）
『
地
球
全
図
略
説
』（『
司
馬
江
漢
全
集
』
八
坂
書
房
刊
）
『
和
蘭
通
舶
』（
岩
波
思
想
大
系
64『
洋
学
・
上
』）
11
橋
本
直
政
『
蘭
新
訳
地
球
全
図
』（
重
山
文
庫
所
蔵
本
）
12
森
島
中
良
『
蛮
語
箋
』、『
正改
補増
蛮
語
箋
』（
重
山
文
庫
所
蔵
本
）
13
山
片
蟠
桃
『
夢
之
代
』（
岩
波
日
本
思
想
大
系
43）
14
高
橋
景
保
『
新
訂
萬
国
全
図
』
15
平
山
子
龍
『
海
防
問
答
』
16
宇
田
川
榕
菴
『
菩
多
尼
訶
経
』（
牧
野
富
太
郎
『
植
物
集
説
』
所
載
）
17
平
田
篤
胤
『
古
道
大
意
』（『
平
田
篤
胤
全
集
』）
18
伊
藤
圭
介
『
泰
西
本
草
名
疏
』（
井
上
書
店
に
よ
る
復
刻
版
）
19
高
野
長
英
『
夢
物
語
』（『
高
野
長
英
全
集
』
同
刊
行
会
）
20
渡
辺
崋
山
『
外
国
事
情
書
』（
岩
波
日
本
思
想
大
系
55）
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『
慎
機
論
』（
岩
波
日
本
思
想
大
系
55）
『
西
洋
事
情
書
』（
岩
波
日
本
思
想
大
系
55）
21
佐
久
間
象
山
「
ハ
ル
マ
出
版
に
関
す
る
藩
主
宛
上
書
」（
岩
波
日
本
思
想
大
系
55）
「
松
田
豊
前
充
と
み
ら
れ
る
書
翰
」
『
省
録
』（
岩
波
日
本
思
想
大
系
55）
22
新
発
田
耘
『
新
訂
坤
輿
略
全
図
』
23
柳
川
春
三
作
端
唄
（
東
洋
文
庫
・
今
泉
み
ね
述
『
名
ご
り
の
夢
』「
黒
船
さ
わ
ぎ
」）
24
柳
川
重
信
『
改
正
海
外
諸
島
図
説
』
25
吉
田
松
陰
『
清
国
咸
豊
乱
記
』（『
吉
田
松
陰
全
集
』
岩
波
書
店
）
26
新
島
襄
「
元
治
甲
子
元
年
於
駿
台
川
勝
君
之
塾
書
焉
」（『
新
島
襄
全
集
』
同
朋
社
出
版
）
27
斎
藤
拙
堂
『
地
学
擧
要
』
右
に
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
を
示
し
て
い
な
い
も
の
は
全
て
次
の
鮎
澤
信
太
郎
氏
の
著
書
に
よ
る
。
鎖
国
時
代
の
世
界
地
理
学
に
つ
い
て
の
本
稿
の
著
者
の
知
識
は
主
に
こ
の
四
冊
を
土
台
と
す
る
。
『
鎖
国
時
代
の
世
界
地
理
学
』
昭
和
八
年
一
月
、
日
大
堂
書
店
『
東
洋
地
理
思
想
史
研
究
』
昭
和
十
五
年
七
月
、
日
本
大
学
第
三
普
通
部
『
日
本
文
化
史
上
に
お
け
る
利
瑪
竇
の
世
界
地
図
』
昭
和
十
六
年
四
月
、
日
本
大
学
新
聞
社
『
近
世
日
本
の
世
界
地
理
学
』
文
化
選
書
昭
和
二
十
三
年
八
月
東
光
協
会
出
版
部
（
2009.7.28稿
）
初
校
後
、
西
川
如
見
の
『
日
本
水
土
考
』
所
載
の
地
図
は
欧
羅
巴
と
利
未
亜
、
利
未
亜
と
亜
細
亜
と
を
明
確
に
線
で
区
切
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
【
世
界
図
Ⅴ
】
と
し
て
掲
げ
る
。
（
2009.12.9稿
な
し
）
五 大 州 109（30）
【Ⅰ】利瑪竇『山海輿地全図』（平川祐弘著『マテオ・リッチ伝１』東洋文庫より）
同志社女子大学 学術研究年報 2009年 第60巻108（31）
【Ⅱ】利瑪竇『坤輿萬國全図』（宮城県立図書館蔵）
【Ⅲ】西川如見『増補華夷通商考』所載「地球萬國一覧之図」（重山文庫蔵）
0五 大 州 107（32）
【Ⅳ】大槻玄沢『環海異聞』所載世界地図（重山文庫蔵）
【Ⅴ】西川如見『日本水土考』所載「亜細亜大洲図」（岩波文庫より）
